
（別紙３）

～ 令和7年　3月　7日

（対象者数） 38名 （回答者数） 33名

～ 令和7年　3月　7日

（対象者数） 14名 （回答者数） 14名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員間での連携を強化する目的でケース検討会などの機会を

増やしていく

2

事業所内の連携を強化することで、ニーズに合わせた個別療

育の実施や、集団内では個別活動や集団活動をさらに組み合

わせて行っていく

3

事業所に関わる内容に限定することなく、地域との連携を図

り就学に関わることなど利用者家族を幅広くサポートしてい

く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
全ての利用者が安心して快適に過ごせるように総合的に判断

し利用スケジュールの調整を行う

2

イベントや防災活動時の様子についても、保護者の了解を得

たうえで必要に応じ写真やイラストを使った様々な手段での

情報提供を充実させていく

3

専門資格を持った職員による質の高いサービスを提供している
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・保育士・児童指導員を

配置し専門職による支援の提供を行っている

○事業所名 ばんびーにこくらきた

○保護者評価実施期間
令和7年　2月　7日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年　2月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　4月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

個々の能力を高める個別療育と社会性を高める集団療育の両方

を受けることができている

連絡帳の内容が充実しており、事業所と家庭の様子など情報交

換に役立っている

連絡帳でのやり取りに限定するのではなく、保護者の了解を得

たうえで必要に応じ写真やイラストでの情報提供を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別療育での1対1のきめ細やかな支援と、集団療育では集団

行動のルールや社会性を学べるような活動の提供を行っている

通常は問題を感じないが、利用する曜日や時間帯によっては集

団療育の部屋が手狭に感じるときがある

利用者の希望に添うことを最優先に利用スケジュールを設定し

ていた

イベント時の活動や避難訓練時の様子の伝達が不十分に感じる 日常的な情報伝達を中心に行っていた

事業所における自己評価総括表公表




